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原子炉圧力容器の基礎ボルトにおける特別点検での評価について 

本資料のうち，枠囲みの内容は，
営業秘密又は防護上の観点から
公開できません。



１．概要 

原子炉圧力容器の基礎ボルトについて，耐震評価結果を添付書類「Ⅴ-2-3-4-1-3 原

子炉圧力容器の応力計算書（その２）」に記載しているが，運転延長認可申請における

特別点検での評価手法と異なることから，差異について説明するものである。 

２．工認耐震計算書と特別点検での差異について 

   工認耐震計算書では既認可「49 資庁第 14239 号（昭和 49 年 7月 22 日）」から改造等

の変更を行っていないことから，既認可と同じく原子炉圧力容器の基礎ボルト全 120 本

を評価対象としている。一方，特別点検においては，曲がり構造ボルト 2本を除く 118

本にて，より保守的な評価を行っている。 

   詳細は，別紙「東海第二発電所 特別点検（原子炉圧力容器）補足説明資料（平成 30

年 7月 9 日）」参照。 
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